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(54)【発明の名称】 内視鏡撮像装置

(57)【要約】
【課題】  対物光学系部材側と撮像素子回路基板側との
間でのスパークの発生をなくし、撮像素子等の破損を防
止する。
【解決手段】  ＣＣＤ１０の導体リード８と回路基板１
１の端子Ｋ

１
の接続部の近傍に、対物光学系部材２２の

導電性の保持部材２２ｃが配置され、この保持部材が先
端部の導電性の支持部材に取り付けられている撮像装置
で、上記保持部材２２ｃの外周部下側に、絶縁体２５を
配置し、上記保持部材２２ｃからＣＣＤ１０側の露出接
続部へスパーク電流が発生することを防止する。上記絶
縁体２５の代わりに、保持部材２２ｂとこれを支持する
上記支持部材との接触部分に絶縁物を設けてもよい。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  撮像素子とその回路基板を電気的に接続
する部分が露出し、この露出接続部の近傍に導電性部材
からなる対物光学系の保持部材が配置され、この保持部
材が先端部の導電性部材からなる支持部材に取り付けら
れた内視鏡撮像装置において、
上記対物光学系の保持部材の外周部又はこの保持部材と
上記支持部材の接触部分に、上記保持部材から上記露出
接続部へのスパーク電流の発生を阻止する絶縁部材を配
置したことを特徴とする内視鏡撮像装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は内視鏡撮像装置、特
に被観察体を撮像するために先端部に対物光学系と固体
撮像素子を配置する電子内視鏡の撮像装置の構成に関す
る。
【０００２】
【従来の技術】電子内視鏡装置では、ライトガイドを介
して出射された照明光に基づき、対物光学系を介して被
観察体が固体撮像素子（例えばＣＣＤ－Charge Coupled
 Device）で撮像されており、この固体撮像素子を用い
た内視鏡撮像装置の従来の構成例が図４及び図５に示さ
れている。
【０００３】図４は、パッケージ型回路基板内に固体撮
像素子を配置したものであり、この撮像装置は、図４に
示されるように金属製保持部材内に対物レンズを保持す
る対物光学系部材１、プリズム２及びＣＣＤ３を収納し
たＣＣＤパッケージ４から構成される。このＣＣＤパッ
ケージ４では、その本体４Ａ内の端子にＣＣＤ３がボン
ディングワイヤ５で接続され、上側のカバーガラス４Ｂ
が上記プリズム２の下面に接着される。また、このＣＣ
Ｄパッケージ４の後側端子には信号線６等が接続され
る。
【０００４】このような撮像装置によれば、対物光学系
部材１に入射した被観察体の像光がプリズム２を介して
ＣＣＤ３の上側へ導かれ、この上側の撮像面に結像する
ことになる。そして、このＣＣＤ３で得られた映像信号
を信号線６を介してプロセッサへ供給することにより、
被観察体像がモニタ等に表示されることになる。
【０００５】図５は、ＴＡＢ（Tape Automated Bondin
g）方式で製造されたＣＣＤを用いた内視鏡撮像装置で
ある。このＴＡＢ方式は、搬送されるテープにＣＣＤ及
び導体リードを実装し、またこのＣＣＤの撮像面側にカ
バーガラスを接着し、その後に検査等をも流れ作業的に
行う量産方式であり、図５のように、導体リード８とカ
バーガラス９が一体化したＣＣＤ１０が製造される。そ
して、このＣＣＤ１０の導体リード８は、図５（Ｂ）の
ように回路基板１１の端子Ｋ

１
に接続され、他方の端子

Ｋ
２
に信号線６が接続される。また、このＣＣＤ１０の

カバーガラス９は、図４の場合と同様に、対物光学系部
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材１が接続されるプリズム２の下面に接着剤等で取り付
けられる。
【０００６】上記のような撮像装置は、外周部に保持部
材を有する対物光学系部材１を支持部材（先端部硬質
部）１２に固定することにより先端部に配置される。即
ち、内視鏡先端部１４では支持部材１２が屈曲性を持つ
アングル部を構成するアングルリングに接続して設けら
れ、この支持部材１２の外周に合成樹脂製の外皮１５が
取り付けられる。そして、上記対物光学系部材１及び支
持部材１２は、加工性、寸法精度、強度等に優れる金属
部材からなり、体腔内との絶縁を確保するために、キャ
ップ１６が取り付けられる。また、この支持部材１２の
固定用孔には、処置具挿通チャンネル（鉗子チャンネ
ル）１７等が取り付けられると共に、対物光学系部材１
の前側部分が取付け、固定される。この撮像装置によっ
ても、対物光学系部材１に入射した被観察体像がプリズ
ム２を介してＣＣＤ１０の撮像面に結像することにな
る。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】ところで、内視鏡装置
においては、人体への電気的安全性を確保するために、
その電源部と人体へ接触する外装部等との間に、例えば
４ｋＶの電圧をかける耐電圧試験が行われる。しかし、
上記図５の内視鏡撮像装置では、対物光学系部材１が金
属部材からなる保持部材を有し、ＣＣＤ１０と回路基板
１１を接続する導体リード８及び端子Ｋ

１
が露出するこ

とから、図示Ｈのように対物光学系部材１からＣＣＤ１
０側へスパーク電流が流れることがあった。即ち、高電
圧が内視鏡の外装部材から金属製支持部材１２を介して
対物光学系部材１の金属製保持部材へ与えられ、この保
持部材からＣＣＤ１０の回路基板１１へ向けてスパーク
が生じることになり、この場合にはＣＣＤ１０等が破損
するという不都合がある。
【０００８】一方、図４のようにＣＣＤパッケージ４を
用いる場合は、このＣＣＤパッケージ４が絶縁性を持つ
セラミック等からなり、対物光学系部材１とパッケージ
４内の電極端子との間に、カバーガラス４Ｂが存在する
ことから、上記のスパーク電流は生じない。しかし、図
５のように、リード８や端子Ｋ

１
が露出し、この露出接

続部が対物光学系部材１に近接する場合にはスパークが
起こることになり、特に内視鏡では、細径化のために対
物光学系部材１と回路基板１１との間が短くなる傾向に
あり、スパークが発生し易くなっている。
【０００９】本発明は上記問題点に鑑みてなされたもの
であり、その目的は、対物光学系部材側と撮像素子回路
基板側との間でのスパークの発生をなくし、撮像素子等
の破損を防止することができる内視鏡撮像装置を提供す
ることにある。
【００１０】
【課題を解決するための手段】上記目的を達成するため
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に、本発明は、撮像素子とその回路基板を電気的に接続
する部分が露出し、この露出接続部の近傍に導電性部材
からなる対物光学系の保持部材が配置され、この保持部
材が先端部の導電性部材からなる支持部材に取り付けら
れた内視鏡撮像装置において、上記対物光学系の導電性
保持部材の外周部又はこの保持部材と上記支持部材の接
触部分に、上記保持部材から上記露出接続部へのスパー
ク電流の発生を阻止する絶縁部材を配置したことを特徴
とする。
【００１１】上記の構成によれば、対物光学系の保持部
材の外周部で、露出接続部の近傍に絶縁部材を配置する
ことになるが、この保持部材と内視鏡支持部の接触部に
おいて保持部材側又は支持部材側のいずれかに絶縁部材
を配置してもよく、これらの絶縁部材によって、支持部
材側から撮像素子の露出接続部側へ流れるスパーク電流
の発生が防止される。
【００１２】
【発明の実施の形態】図１及び図２には、実施形態例に
係る内視鏡撮像装置の構成が示され、図３には内視鏡先
端部の全体構成が示されている。まず、図３において、
内視鏡先端部２０には、不図示のアングルリング（金属
製）に接続される形で導電性（金属製）の支持部材１２
が設けられ、この支持部材１２の外周には合成樹脂製の
外皮１５及びキャップ１６が取り付けられる。
【００１３】また、この支持部材１２には、その固定用
孔により処置具挿通チャンネル１７や図示していないが
ライトガイド、送気／送水管等が取り付けられると共
に、当該撮像装置の対物光学系部材２２が取付け、固定
される。この対物光学系部材２２では、図２に示される
ように、内部の対物レンズ系２２ａを導電性（金属製）
の保持部材２２ｃ（及び２２ｂ）で保持しており、この
対物光学系部材２２の後側にプリズム２３が配置され、
このプリズム２３の下面にＴＡＢ方式で製作された図５
と同様のＣＣＤ１０のカバーガラス９が接着される。
【００１４】即ち、図１に示されるように、このＣＣＤ
１０は導体リード８とカバーガラス９が一体的に組み付
けられており、このＣＣＤ１０の導体リード８は回路基
板１１の端子Ｋ

１
に接続され、この回路基板１１の後端

部の端子Ｋ
２
に信号線（電源線、アース線も含まれる）

６が接続される。
【００１５】そして、当該例では、図示されるように、
対物光学系部材２２の後側保持部材２２ｃの下側で導体
リード８と端子Ｋ

１
の露出接続部の近傍部分に、ガラ

ス、雲母等からなる絶縁体（板）２５を貼着等により配
置する。この絶縁体２５は、保持部材２２ｃの全体を覆
うように設けてもよいし、またこの絶縁体２５の代わり*

4
*に絶縁テープ、絶縁塗料等を用いることができる。
【００１６】このような構成によれば、ＣＣＤ１０と回
路基板１１の露出接続部と導電性保持部材２２ｃとの間
に絶縁体２５が介在されるので、耐電圧試験により高圧
が印加された場合でも、内視鏡外装構造のアングルリン
グ、支持部材１２側から保持部材２２ｃを介して露出接
続部である導体リード８及び端子Ｋ

１
へ向けてスパーク

電流が生じることが防止される。
【００１７】上記の例では、絶縁体２５を露出接続部に
近接する位置に配置したが、上記導電性保持部材２２ｂ
と支持部材１２との間の電気的接触を断つ構成を採るこ
とも可能である。即ち、図３に示されるように、対物光
学系部材２２の前側保持部材２２ｂの外周部に絶縁物を
配置してもよく、又は支持部材１２の内周部１２Ｉに絶
縁物を設けることもできる。これによれば、支持部材１
２側からの高圧電流の流れを支持部材１２と保持部材２
２ｂの接触部で遮断することができる。
【００１８】
【発明の効果】以上説明したように、本発明によれば、
対物光学系の導電性保持部材の外周部又はこの保持部材
と支持部材の接触部分に、絶縁部材を配置したので、対
物光学系部材側と撮像素子回路基板側との間でのスパー
クの発生をなくすことができ、撮像素子等の破損を防止
することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態例に係る内視鏡撮像装置の構
成を示し、図（Ａ）は一部断面側面図、図（Ｂ）は上面
図である。
【図２】図１（Ａ）の対物光学系部材をII－II線で切断
した断面図である。
【図３】実施形態例の内視鏡先端部の構成を示す断面図
である。
【図４】従来の内視鏡撮像装置の一構成例を示す一部断
面側面図である。
【図５】従来の内視鏡撮像装置の他の構成例を示し、図
（Ａ）は先端部の断面図、図（Ｂ）は撮像素子及び回路
基板の上面図である。
【符号の説明】
１，２２  …  対物光学系部材、
３，１０  …  ＣＣＤ、
４  …  ＣＣＤパッケージ、
８  …  導体リード、
１４，２０  …  先端部、
２２ａ  …  対物レンズ系、
２２ｂ，２２ｃ  …  導電性保持部材、
２５  …  絶縁体、    Ｋ

１
，Ｋ

２
  …  端子。
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